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電気通信普及財団理事長インタビュー「幅広い研究者に支援の手を」
巻
口
理
事
長
に
聞
く

　
電
気
通
信
普
及
財
団
は
1
9
8
4
年
（
昭
和
59
年
）、
当
時
の
郵
政
大
臣
の
許
可
を
得
て
、
電
電

公
社
（
現
N
T
T
）
に
よ
る
寄
付
金
を
基
に
設
立
さ
れ
た
。
情
報
通
信
分
野
の
研
究
調
査
助
成
や

援
助
、
表
彰
等
を
中
心
と
し
た
事
業
を
展
開
し
、
2
0
1
3
年
に
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
可
を
受

け
、
2
0
2
4
年
に
は
設
立
40
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
総
務
省
で
は
長
年
、
情
報
通
信
や
国
際

経
済
等
の
分
野
で
活
躍
し
、
昨
年
6
月
に
理
事
長
に
就
任
し
た
巻
口
氏
に
就
任
後
の
感
想
と
こ
れ
か

ら
へ
の
思
い
を
聞
い
た
。

　
―
昨
年
６
月
２
４
日
、
電
気

通
信
普
及
財
団
の
理
事
長
に
就

任
さ
れ
た
時
の
率
直
な
ご
感
想

と
就
任
か
ら
こ
れ
ま
で
の
手
ご

た
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
国
際
競
争
も
厳
し
い
情

報
通
信
分
野
で
は
、
研
究
開
発

及
び
そ
れ
を
担
う
研
究
者
の
育

成
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
私
が
総
務
省
で
情

報
通
信
分
野
の
政
策
に
携
わ
っ

て
い
た
と
き
も
、
国
の
研
究
機

関
で
あ
る
情
報
通
信
研
究
機
構

（
N
I
C
T
）
で
の
A
I
、
量

子
通
信
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
等
々
の
研
究
開
発
の
推
進

や
、
次
世
代
の
無
線
通
信
の
研

究
開
発
・
標
準
化
・
実
装
に
向

け
た
基
金
の
創
設
・
運
営
な
ど

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
昨
年
6
月
に
当
財
団
の
理

事
長
に
就
任
し
た
際
に
は
、
情

報
通
信
分
野
に
お
け
る
、
特
に

若
手
・
中
堅
の
研
究
者
の
方
々

へ
の
直
接
の
支
援
に
携
わ
れ
る

こ
と
を
、
と
て
も
意
義
深
い

こ
と
に
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
財
団
は
資
金
の
運

用
益
を
事
業
活
動
の
原
資
と
し

て
い
ま
す
。
百
億
円
を
超
え

る
資
金
、
し
か
も
公
的
な
資
金

の
運
用
に
責
任
を
持
つ
と
い
う

こ
と
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
く
、
理
事
長
と
し

て
の
責
任
の
重
さ
に
、
正
直
に

言
っ
て
こ
れ
は
大
変
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　
―
こ
れ
ま
で
の
手
応
え
は

　
理
事
長
就
任
か
ら
1
０
か
月

ほ
ど
た
ち
、
年
間
を
通
じ
た
業

第
6
回
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
特
別
講
演
・
交
流
会

5
月
25
日
開
催
、
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
栗
原
氏
講
演

　
電
気
通
信
普
及
財
団
で
は

5
月
25
日
（
月
）
16
:

00
―

18
:

30
（
開
場
15
:

30
）、 

東

京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町

―
14
―
10 

ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト

日
本
橋
ビ
ル
8
階
の
情
報
通

信
総
合
研
究
所
と
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Z
O
O
M
）
で
、
2
0
1
2

年
の
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

で
、
津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
情

報
科
学
科
教
授
の
栗
原
一
貴
氏

＝
写
真
＝
を
講
師
に
招
き
、
第

6
回
（
2
0
2
6
年
）
電
気

通
信
普
及
財
団
賞
特
別
講
演
・

交
流
会
を
開
催
す
る
。

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
第

一
部
（
16
:

10
―
17
:

25
）
で

は
栗
原
教
授
が
「
物
議
を
醸

す
も
の
づ
く
り
の
意
義
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
開
催
す

る
。
講
演
に
向
け
た
栗
原
教
授

の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

　
「
S
F
（
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
は
人
類
の
未

来
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
架
空

の
物
語
を
通
じ
て
人
々
に
問
題

提
起
し
、
進
む
べ
き
道
を
示
し

ま
す
。
で
も
そ
の
役
割
は
、
架

空
の
物
語
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
一
人
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
、『
も
の
を
作

る
こ
と
』
に
は
S
F
と
は
ま

た
違
っ
た
特
別
な
問
題
提
起
・

未
来
啓
蒙
の
力
が
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
本
講
演
で
は
沢
山

の
変
わ
っ
た
も
の
づ
く
り
の
事

例
を
紹
介
し
、
ま
た
世
に
も
珍

妙
な
学
術
賞
で
あ
る
イ
グ
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
顛
末
の
共
有
を

通
じ
て
、
そ
の
根
底
に
あ
る
思

想
と
意
義
に
つ
い
て
議
論
し
ま

す
」
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
第
二
部

（
17
:

30
―
18
:

00
）
で
は
、

第
41
回
財
団
賞
受
賞
者
に
よ

る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
。
閉
会
後
は
会
場
限
定
で
懇

親
会
も
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
◇

　
栗
原
教
授
の
略
歴
は
次
の
通

り
。

　
物
議
を
醸
す
も
の
づ
く
り

を
得
意
と
す
る
情
報
科
学
者
。

1
9
7
8
年
栃
木
県
宇
都
宮

市
生
ま
れ
。
2
0
0
7
年
東

京
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
系

研
究
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
専

攻
博
士
課
程
修
了
（
P
h
D
）。

津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
情
報

科
学
科
教
授
、
ク
ー
リ
ー
ド
株

式
会
社
C
T
O
。
2
0
1
2

年
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
、
W
I

R
E
D 

C
R
E
A
T
I

V
E 

H
A
C
K 

A
W
A
R
D 

2
0
2
5
特
別
賞
2
件
同
時

受
賞
、
M
a
s
h
u
p
A
w
a

r
d
s
2
0
1
6
最
優
秀
賞
、

2
0
1
7
年
情
報
処
理
学
会

論
文
賞
等
受
賞
。
宇
都
宮
愉
快

市
民
。
著
書
に
「
消
極
性
デ

ザ
イ
ン
宣
言
」
が
あ
る
。
合

気
道
五
段
。

【略歴】巻口 英司（まきぐち・えいじ）氏＝公益財団法人電気通信普及財団理事長＝。

1962 年 11 月生まれ、63 歳。1986 年 3 月に東京大学経済学部卒業、1989 年 5 月 Yale 大

学院修士修了（国際開発経済）。1986 年 4 月に郵政省（現総務省）に入省し、国際通信経

済研究所ワシントン事務所長、内閣官房内閣参事官（IT 担当室）、国際戦略局長、サイバー

セキュリティ統括官等を経て 2022 年 6 月に退職。2022 年 12 月から NEC 顧問を経て 2025

年 6 月から現職。  2025 年度助成金贈呈式

第 41 回電気通信普及財団賞贈呈式

務
の
大
半
を
経
験
し
ま
し
た
。

助
成
や
表
彰
対
象
者
の
選
考
に

つ
い
て
は
、
情
報
通
信
に
関
連

す
る
各
分
野
の
研
究
大
家
の
先

生
方
に
専
門
的
か
つ
中
立
的
な

立
場
か
ら
審
査
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、そ
の
審
査
委
員
会
、

表
彰
専
門
部
会
の
場
に
も
立
ち

会
い
、
厳
正
な
審
査
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。

　
研
究
助
成
だ
け
で
な
く
、
長

期
在
外
研
究
や
海
外
で
の
学
会

発
表
、
さ
ら
に
は
情
報
通
信
技

術
の
活
用
に
よ
る
社
会
貢
献

活
動
な
ど
へ
の
援
助
に
も
多
く

の
応
募
を
い
た
だ
き
、
当
財
団

へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
こ
の
3
月
に
は
、
そ

う
し
た
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た

方
々
へ
の
財
団
賞
と
研
究
調
査

助
成
金
の
贈
呈
式
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
財
団
運
営
に
関
し

て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
資
金

運
用
は
好
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
私
の
就
任
以
降
も
必
要
に

応
じ
て
運
用
資
産
の
入
れ
替
え

を
行
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
公

益
財
団
で
す
の
で
リ
ス
ク
の
高

い
投
機
的
な
運
用
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
分
散
投
資
を
心
掛
け
、

必
要
な
事
業
資
金
を
安
定
し
て

確
保
で
き
る
よ
う
な
運
用
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
財

団
の
日
々
の
業
務
改
善
や
不
十

分
だ
っ
た
規
程
類
の
整
備
な
ど

も
進
め
て
い
ま
す
。

　
―
既
存
の
財
団
の
事
業
に
つ

い
て
「
重
点
項
目
」 

を
お
聞
か

せ
下
さ
い

　
当
財
団
の
事
業
に
お
い
て

は
、
「
研
究
調
査
助
成
」
と

「
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
」

が
代
表
的
な
事
業
と
な
り
ま

す
。

　
「
研
究
調
査
助
成
」
は
、

情
報
通
信
に
関
す
る
研
究
調
査

に
対
す
る
助
成
で
す
。
助
成
額

は
年
３
０
０
万
円
ま
で
。
助
成

期
間
は
原
則
１
年
間
、
真
に
必

要
が
あ
れ
ば
例
外
的
に
３
年
間

ま
で
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

１
９
８
４
年
の
当
財
団
設
立
初

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
事
業

で
、
こ
れ
ま
で
に
約
３
８
０
０

件
の
研
究
に
対
し
、
合
計
約

４
７
億
円
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
度
は
当
財
団

の
創
立
40
周
年
記
念
の
特
別

枠
を
設
け
、
応
募
件
数
が
一
昨

年
の
５
割
増
と
な
っ
た
の
で
す

が
、
２
０
２
５
年
度
は
そ
う

し
た
特
別
枠
は
設
け
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年

度
を
さ
ら
に
上
回
る
件
数
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
新
規
の
申
込
件
数
が

２
７
４
件
、
金
額
で
は
総
額
約

５
億
２
千
万
円
に
及
ぶ
申
込
状

況
で
し
た
。
厳
正
な
審
査
を
経

て
、
継
続
案
件
含
む
全
体
と
し

て
１
７
４
件
、
約
２
億
６
千
万

円
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
に
当
た
ら
れ
た
７
名
の

委
員
の
先
生
方
に
は
、
長
時
間

の
審
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
の
新

規
性
、
研
究
計
画
の
具
体
性
、

学
術
的
・
社
会
的
な
意
義
、
期

待
さ
れ
る
成
果
な
ど
様
々
な
観

点
か
ら
、
個
々
の
申
込
を
慎

重
か
つ
独
自
に
ご
検
討
い
た
だ

き
、
そ
の
上
で
審
査
委
員
会
に

お
い
て
と
り
ま
と
め
、
採
択
案

件
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
審
査
過
程
に
よ

り
、
情
報
通
信
の
革
新
に
資
す

る
も
の
や
情
報
通
信
を
活
用
し

て
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
に
資

す
る
、
ま
た
将
来
の
発
展
が
期

待
で
き
る
案
件
が
採
択
さ
れ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
」

は
情
報
通
信
に
関
す
る
優
れ
た

著
作
や
研
究
論
文
を
毎
年
度
表

彰
し
て
い
ま
す
。
設
立
以
来
こ

れ
ま
で
に
約
１
０
０
０
件
の
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
人
文
学
・
社
会
科
学
分
野
、

シ
ス
テ
ム
技
術
分
野
、
学
際
研

究
分
野
の
３
分
野
に
つ
い
て
、

本
賞
と
学
生
賞
を
設
け
て
い
ま

す
。
毎
年
多
く
の
学
生
も
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
多
様
な
助

成
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
、
博
士
課
程
学
生
等
の
若
手

か
ら
、
精
力
的
に
研
究
に
邁
進

さ
れ
る
中
堅
、
研
究
成
果
の
普

及
に
努
め
ら
れ
る
指
導
者
層
な

ど
、
研
究
者
人
生
全
般
に
寄
り

添
え
る
よ
う
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
―
２
０
２
５
年
度
財
団
賞
の

総
評
に
つ
い
て

　
①
テ
レ
コ
ム
人
文
学
・
社
会

科
学
部
門
、
②
テ
レ
コ
ム
シ
ス

テ
ム
技
術
部
門
、
③
テ
レ
コ
ム

学
際
研
究
部
門
の
３
部
門
に
つ

い
て
、
全
体
と
し
て
１
５
１
点

の
応
募
を
受
け
、審
査
の
結
果
、

36
点
が
受
賞
の
対
象
と
な
り
、

賞
金
総
額
は
２
２
０
０
万
円
で

し
た
。

　
審
査
方
法
と
し
て
は
、
２
段

階
の
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
予
備
審
査
で
す
が
、
幅
広

い
専
門
分
野
か
ら
の
応
募
に
対

応
す
る
た
め
、
１
０
０
名
に
及

ぶ
各
界
の
予
備
審
査
員
の
先
生

方
に
、
全
作
品
に
つ
い
て
1
作

品
２
名
の
体
制
で
審
査
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
も
と

に
、
合
計
８
名
の
表
彰
専
門
委

員
の
先
生
方
に
３
つ
の
部
門
に

分
か
れ
て
い
た
だ
き
、
各
部
門

２
回
ず
つ
審
査
専
門
部
会
を
開

催
し
、
受
賞
作
品
を
決
定
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
の
先
生
方
の
多
大

な
ご
尽
力
を
経
て
、
今
回
は
極

め
て
優
れ
た
作
品
の
み
に
与
え

ら
れ
る
特
別
賞
も
１
件
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
学
生
賞
の
最

優
秀
賞
も
２
件
選
出
さ
れ
、
大

変
質
の
高
い
作
品
に
授
賞
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
文
学
・
社
会
科
学
部
門
で

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
A
I

の
活
用
に
か
か
わ
る
作
品
が
多

く
み
ら
れ
、
社
会
、
経
済
、
法

律
や
教
育
な
ど
多
く
の
分
野

で
こ
れ
ら
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
技
術
部
門
で
は
論

文
と
し
て
の
価
値
が
高
く
、
実

装
を
含
め
た
社
会
へ
の
貢
献
、

な
ら
び
に
論
文
の
波
及
効
果
等

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
作
品

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
5
回
目
の
募
集
と

な
っ
た
学
際
研
究
部
門
で
は
、

情
報
通
信
技
術
の
応
用
と
し

て
、
教
育
、
医
療
等
多
岐
に

わ
た
る
分
野
で
技
術
が
社
会
実

装
さ
れ
る
こ
と
で
、
社
会
を

変
え
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
た

意
義
の
あ
る
研
究
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
創
設
し
て
し
ば
ら
く

は
「
学
際
」
の
領
域
が
定
ま

ら
ず
、
他
の
分
野
と
の
す
み
分

け
も
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。
表
彰
専
門
委
員
の
皆
様
の

ご
議
論
に
よ
り
、
最
先
端
の

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
の
評
価

を
追
求
す
る
人
文
学
・
社
会
科

学
部
門
及
び
シ
ス
テ
ム
技
術
部

門
に
対
し
、
学
際
研
究
部
門
は

既
知
の
技
術
で
あ
っ
て
も
社
会

実
装
の
実
績
が
優
れ
た
研
究
や

普
及
啓
発
の
教
科
書
な
ど
も
含

め
多
様
性
を
受
け
止
め
る
分
野

と
の
住
み
分
け
が
で
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
今
回
、
表
彰
専
門
部
会
座
長

か
ら
も
、
「
学
際
」
の
定
義

が
良
く
理
解
さ
れ
、
こ
の
分
野

が
よ
う
や
く
定
着
し
た
の
で
は

と
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
電
波
タ
イ
ム
ズ
様
に
も
多

く
の
紙
面
を
割
い
て
報
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
３
月
２
６
日
の

帝
国
ホ
テ
ル
に
お
け
る
贈
呈
式

に
お
い
て
、
各
部
門
最
優
秀
の

著
者
に
大
変
興
味
深
い
プ
レ
ゼ

ン
を
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
式

典
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
―
２
０
２
６
年
度
財
団
賞
へ

の
期
待
は
ど
う
で
す
か

　
情
報
通
信
は
そ
の
範
囲
が
急

速
に
拡
大
・
変
化
し
て
い
る
分

野
で
す
。

　
上
述
の
と
お
り
、
人
文
学
・

社
会
科
学
部
門
か
シ
ス
テ
ム
技

術
部
門
か
に
と
ら
わ
れ
な
い
学

際
研
究
部
門
へ
の
理
解
も
定
着

し
つ
つ
あ
る
今
、
さ
ら
に
多
く

の
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

し
、
ま
た
、
そ
う
し
た
研
究

成
果
を
表
彰
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
情
報
通
信
の
恩
恵
が

社
会
全
体
に
伝
わ
っ
て
い
く
お

手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
審
査
体
制

も
充
実
さ
せ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
若
手
研
究
者
あ

る
い
は
研
究
者
の
卵
で
あ
る
学

生
の
研
究
成
果
へ
の
表
彰
が
、

そ
の
方
の
将
来
の
研
究
の
飛
躍

に
つ
な
が
る
後
押
し
と
な
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
賞

へ
の
応
募
数
は
、
本
賞
と
比
べ

る
と
ま
だ
少
な
い
の
が
実
態
で

す
が
、
審
査
員
の
先
生
方
も
学

生
の
研
究
を
支
援
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
を
持
た
れ
て
い
ま

す
。
是
非
、
応
募
を
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
―
今
後
予
定
の「
新
規
事
業
」

は
ど
う
で
す
か

　
当
財
団
の
審
査
委
員
の
中
に

は
、
か
つ
て
財
団
賞
を
受
賞
さ

れ
、
受
賞
し
た
こ
と
自
体
が
、

そ
の
後
の
研
究
活
動
の
支
え
と

な
っ
た
と
仰
っ
て
い
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
、
特

に
技
術
系
の
学
生
は
、
指
導
教

官
や
研
究
室
の
先
輩
同
僚
等
を

通
じ
て
財
団
の
事
業
活
動
を
認

知
し
応
募
し
て
く
る
場
合
が

圧
倒
的
に
多
く
、
他
の
研
究
者

と
の
情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ

て
触
発
さ
れ
、
促
進
さ
れ
る
面

が
あ
り
ま
す
。

　
受
賞
や
助
成
対
象
と
な
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
研

究
者
の
皆
様
同
士
の
ご
縁
が
、

今
後
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

皆
様
の
研
究
の
ご
発
展
の
糧
と

な
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
去
る
３
月
２
６
日
に
贈
呈

式
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
の

も
、
研
究
者
の
交
流
が
大
き
な

目
的
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
る
5
月
２
５
日

に
は
特
別
講
演
・
交
流
会
を
開

催
し
、
財
団
賞
受
賞
者
や
助
成

対
象
者
の
皆
様
を
お
招
き
し
ま

す
。
講
師
は
、
津
田
塾
大
学

教
授
の
栗
原
一
貴
先
生
に
お
願

い
し
て
お
り
、
「
物
議
を
醸
す

も
の
づ
く
り
の
意
義
」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
先
生
は
「
人
々

を
笑
わ
せ
、
考
え
さ
せ
た
研

究
」
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
で

有
名
な
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
さ
れ
て
お
り
、
珍
し
い
ご

研
究
に
つ
い
て
、
大
変
興
味
深

い
お
話
が
伺
え
る
と
私
も
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
講
演

後
は
飲
食
も
含
み
財
団
賞
の
受

賞
者
の
ピ
ッ
チ
や
意
見
交
換
に

よ
り
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
情
報
通
信
総
合
研
究
所

の
ワ
ン
フ
ロ
ア
を
お
借
り
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
更
に
今
回
新
規
の
取
り
組

み
と
し
て
、
財
団
賞
受
賞
者
、

助
成
対
象
者
等
の
情
報
通
信

分
野
の
研
究
者
の
皆
さ
ま
の
交

流
や
情
報
交
換
、
共
同
研
究
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
に
研
究

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
2
0
2
6

年
5
月
に
開
設
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
既
に
贈
呈
式
に
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
皆
様
と
先
行
運

営
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
財
団

と
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、
長

き
に
わ
た
り
日
々
の
研
究
活
動

に
役
立
つ
情
報
交
換
の
場
と
し

て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
―
昨
今
の
「
情
報
通
信
研
究

を
巡
る
状
況
」
に
つ
い
て
思
う

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？
ま
た

「
今
後
の
抱
負
」
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

　
近
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
や

は
り
A
I
を
め
ぐ
る
研
究
調

査
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
３
月

に
贈
呈
し
た
当
財
団
賞
で
も
、

極
め
て
優
れ
た
作
品
に
与
え
ら

れ
る
特
別
賞
に
A
I
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研
究

が
選
ば
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し

て
、
人
文
学
・
社
会
科
学
、
シ

ス
テ
ム
技
術
、
学
際
研
究
の
３

分
野
全
て
で
A
I
に
関
連
し

た
研
究
が
多
く
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
研
究
助
成
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。
こ
の
分
野

で
は
、
技
術
面
で
は
、
大
規
模

言
語
モ
デ
ル
（
L
L
M
）
開
発

や
半
導
体
技
術
、
ま
た
A
I

の
基
盤
を
支
え
る
オ
ー
ル
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
P
N
）
や

光
電
融
合
技
術
な
ど
、
官
民
あ

げ
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
技
術
の

研
究
か
ら
、
実
装
、
標
準
化
を

経
て
国
際
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
研
究
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
A
I
の
開
発
や
利

活
用
に
お
け
る
課
題
に
対
す

る
法
律
な
ど
に
よ
る
規
制
も

E
U
は
じ
め
各
国
で
導
入
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

2
0
2
4
年
に
制
定
さ
れ
た

E
U
の
A
I
法
で
は
、
分
類

さ
れ
た
A
I
の
リ
ス
ク
の
度

合
い
に
応
じ
た
規
制
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
2
0
2
5
年
に

は
我
が
国
で
、
開
発
と
活
用
の

推
進
に
主
眼
を
置
い
た
A
I

法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ

く
人
工
知
能
基
本
計
画
に
沿
っ

て
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
2
0
2
3
年
の

G
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
我
が
国
主
導
で
立
ち
上
げ
ら

れ
た
広
島
A
I
プ
ロ
セ
ス
に

基
づ
き
、
A
I
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
国
際
協
調
に
向
け
た
取
組
み

も
継
続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
法
的
、
社
会

的
な
側
面
に
関
す
る
研
究
調
査

も
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
情
報
通
信
分
野

の
研
究
は
A
I
関
連
に
限
る

わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
幅
広
い

分
野
で
の
研
究
へ
の
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
―
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　
何
と
言
っ
て
も
、
よ
り
幅
広

い
研
究
者
に
支
援
の
手
を
広
げ

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
助
成
・
援
助
に
つ
い
て
認
知

度
を
高
め
る
活
動
は
、
引
き
続

き
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
関

連
学
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
総

務
省
の
全
国
各
地
の
総
合
通
信

局
を
通
じ
た
各
大
学
へ
の
周
知

な
ど
が
中
心
で
す
が
、
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
を

通
じ
た
発
信
に
も
、
従
来
に

も
増
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
す
で
に

そ
の
成
果
が
出
始
め
て
い
る
よ

う
で
、
応
募
件
数
は
増
加
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
の
で
す
が
、

一
方
で
、
先
日
の
贈
呈
式
の
際

に
は
、
出
席
さ
れ
て
い
た
学
生

さ
ん
か
ら
、
特
に
人
文
学
・
社

会
科
学
分
野
で
は
ま
だ
ま
だ

当
財
団
の
認
知
度
が
低
い
と
い

う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　
当
財
団
に
は
40
年
を
超
え

る
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
重
鎮
の
研
究
者
と
な
ら
れ

た
方
々
の
中
に
も
、
若
手
だ
っ

た
と
き
に
当
財
団
の
助
成
や

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
も
少
な

か
ら
ず
お
ら
れ
、
折
に
ふ
れ
て

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
蓄
積
を
生
か
し
て
、
世
代
を

超
え
た
研
究
者
の
育
成
や
研
究

者
間
の
交
流
に
一
層
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

5
月
に
開
催
す
る
特
別
講
演

会
・
交
流
会
や
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
上
の
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
も
活
用
し
つ
つ
、
研
究
や

交
流
を
深
め
る
た
め
の
さ
ら
な

る
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。


